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【これに聞け！】 
ルカによる福音書9章 28節～36節 
9:28 この話をしてから八日ほどたったとき、イエスは、ペトロ、ヨハネ、およびヤコ
ブを連れて、祈るために山に登られた。 
9:29 祈っておられるうちに、イエスの顔の様子が変わり、服は真っ白に輝いた。 
9:30 見ると、二人の人がイエスと語り合っていた。モーセとエリヤである。 
9:31 二人は栄光に包まれて現れ、イエスがエルサレムで遂げようとしておられる最期
について話していた。 
9:32 ペトロと仲間は、ひどく眠かったが、じっとこらえていると、栄光に輝くイエス
と、そばに立っている二人の人が見えた。 
9:33 その二人がイエスから離れようとしたとき、ペトロがイエスに言った。「先生、
わたしたちがここにいるのは、すばらしいことです。仮小屋を三つ建てましょう。一つ
はあなたのため、一つはモーセのため、もう一つはエリヤのためです。」ペトロは、自
分でも何を言っているのか、分からなかったのである。 
9:34 ペトロがこう言っていると、雲が現れて彼らを覆った。彼らが雲の中に包まれて
いくので、弟子たちは恐れた。 
9:35 すると、「これはわたしの子、選ばれた者。これに聞け」と言う声が雲の中から
聞こえた。 
9:36 その声がしたとき、そこにはイエスだけがおられた。弟子たちは沈黙を守り、見
たことを当時だれにも話さなかった。 
＊＊＊ 
 
この出来事の前に何があったかというと、イエスさまの「受難についての告知」があり
ました。 
そして、弟子として歩むことの難しさも含んだ「自分を捨ててイエス様に従う」という
ことが勧められました。 
思うに弟子たちは、本当にそんなことが起こるのだろうかという思いと、自分はイエス
様について行っても大丈夫なんだろうかという不安や心配が心の中に頭をもたげてい
ただろうと思います。 
そういう前提を知って今朝の箇所を読むとわかりやすいと思います。 
 
イエスさまは弟子たちのなかの代表的な3人、ペトロ、ヨハネ、そしてヤコブと一緒に
山に行き、お祈りしていました。 



すると突然不思議な事が起こりました 
 
1)イエス様の顔の様子が変わり、その衣服も輝き始めた 
 
いわゆる「神の栄光」というか「神の輝き」が照り輝いたとでもいいましょうか。 
それはそれはまばゆい光がそこに溢れたと思います。 
使徒パウロがダマスコに向かう途中、イエス様の光に打たれた記事が使徒言行録に 
書かれています。 
また、黙示録には 
1:13 燭台の中央には、人の子のような方がおり、足まで届く衣を着て、胸には金の帯
を締めておられた。 
1:14 その頭、その髪の毛は、白い羊毛に似て、雪のように白く、目はまるで燃え盛る
炎、 
1:15 足は炉で精錬されたしんちゅうのように輝き、声は大水のとどろきのようであっ
た。 
1:16 右の手に七つの星を持ち、口からは鋭い両刃の剣が出て、顔は強く照り輝く太陽
のようであった。 
1:17 わたしは、その方を見ると、その足もとに倒れて、死んだようになった。 
という記事があります。ここにもイエス様の栄光の光による圧倒的な輝きが描かれてい
ます。 
＊ 
この輝きは弟子たちにとっては忘れられないものになったと思います。 
 
2)旧約聖書に出てくる代表的な預言者「モーセ」と「エリヤ」が現れ 
イエス様と会話をし、しかもエルサレムで起こるべきことについて話し合っていた。 
 
さらに、その光の中でイエスさまは旧約聖書のなかの大預言者モーセ、この人はイスラ
エルの民をエジプトから導き出す役割を果たした偉大な指導者です。そしエリヤ、彼は
悪名高い王と王妃が持ち込んだバアルという神の預言者たちと戦って勝利を収め、奇跡
を行い、死を経験することなく神のもとに引き上げられた預言者として知られています。 
イエス様とモーセとエリヤが、これからエルサレムで起こるであろう悲惨な出来事につ
いて 
話し合っているというのです。 
つまり、イエス様の苦難と死が、イエス様の作り話ではなく、すでに預言者たちに知ら
れ、そこで行われることの効果の偉大さについてもしっかり論議され、知られており、



旧約の預言者たちからも支持されているということなのです。つまり神さまの計画通り
の事が行われようとしているということです。 
 
3）最終的にはイエス様だけがひとり残され、天から声がして「「これはわたしの子、
選ばれた者。これに聞け」という言葉が届いた。 
 
ペトロが思わず頓珍漢なことを言い出しますが、メインテーマはそこではなく 
「イエス様おひとりが残され、雲の中から声がして「これはわたしの子、選ばれた者。
これに聞け」という言葉が届いたということにあります。 
 
つまり、神さまは、弟子たちにイエス様の本質的、本来的な栄光を見せ、預言者たちと
の会見によって旧約聖書の預言者たちがイエス様の苦難について了解していることを
知らせ、つまり、神さまの計画どおりであることを知らせ、最終的には「イエス様の言
葉と行動に注目し、従うように」促しているのです。 
 
 
さて、あなたが、この出来事の目撃者だったら、どういう反応を示すでしょう。 
 
あなたの前に栄光に輝くイエス様を想像してみてください。 
顔が、そして衣服が輝き出すという状況を想像してみてください。 
 
さらに、モーセとエリヤと会見しているイエス様を思い浮かべてみてください。 
彼らの主題がエルサレムでの苦難についてだということは、あなたにどんなことを 
連想させてくれるでしょう。 
 
そして 
「これはわたしの子、選ばれた者。これに聞け」という言葉は、どんな重さがあるでし
ょう。 
イエス様の洗礼の時、似たような言葉が天から聞こえました。 
このたびは、弟子たちへの言葉として天から言葉が響いています。 
そして、この言葉はまさに、私達への重大なメッセージでもあります。 
＊＊＊ 
MACF礼拝映像はこちらです。 
https://youtu.be/TRdabDny1X4 

 


